
治 水 生命・財産を守る川づくりを維持し、地域と一体となった防災・減災を目指します。

山国川の現状と課題

中上流域は堤防未整備、管理施設は老朽化し維持管理が必要 生命・財産を守るため河川を整備します

洪水対策として中流部の堤防整備等を段階的に実施します

地震・津波の調査・検討を行い、
必要な場合には対策を実施します

■河川管理施設（樋門・樋管）の年代別設置数

3 4

・平成20年3月末時点で、約77％の堤防が完成していますが、
中上流の区間では、堤防未整備区間が多く残っています。ま
た、固定堰により河川水位が上昇する箇所も見られます。

・内水（河川に排水できずにはん濫した水）被害の対策として
は、下宮永地区において排水ポンプ場を設置していますが、
今後も内水被害の軽減に努める必要があります。

・東南海・南海地震などによる被害を防止するための対策が
急務となっています。

・河岸や河道内の土砂堆積、樹木繁茂箇所については流水の
阻害、河道内監視の妨げとなる恐れがあります。

中津市青地区等において、堤防が未整備あるいは堤防高が不足
することにより整備目標流量の洪水を安全に流下させることが
できない箇所について、堤防等の整備を段階的に実施します。ま
た、河川内に設置されている施設の管理者と連携し、流下能力を
向上させる整備を行います。
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地震・津波に対しては、川を遡上した津波が堤防の居住地側に流入するこ
とのないよう、調査検討を行い、必要な場合には対策を行います。また、津
波対策として、水門等のフラップ化等の対策を、必要に応じて実施します。

地域との連携のもと内水対策に努めます
今後の土地利用状況・内水被害状況をふまえ、地域との連携のもと、被害の軽減を図るべく内水対策に努めます。

老朽化している河川管理施設が多いため、施設が正常な機能を発揮するよう維持管理を行っていく必要があります。

河道内の樹木繁茂状況

■堤防等の整備箇所位置図

■東南海・南海地震防災対策推進地域
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